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手順 1：高張力鋼板を使用した図 5 に示す国産コン
パクトカーのドアパネル(340MPa)表面に，1m の高さ












図 5 ドアパネル 
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図 9 ベルトサンダーを使用した作業 
手順 3：図 10 に示すように，ヤスリハンマでやさし
く叩いて，へこんでいる部分だけを押し出す．その
後，図 11 に示すように，ハンディタイプのガスバ
ーナ(図 2 左)と非接触式温度計を使い，約 160℃く
らいに熱する作業を行う． 



















































図 13 ヤスリハンマによる修理結果 
 
4.2 板金ハンマを使用した場合 
手順 1～2までは，4.1 と同じ手順である． 











図 14 板金ハンマを使用した作業 
 



























表 1 実験結果 
 ヤスリハンマ 板金ハンマ 
作業時間 約 1時間 2 時間以上 
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